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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランダム・アクセスＭＡＣプロトコルを使用してネットワークの複数のノードの間で確
立された少なくとも１つの通信リンクのチャネル損失レートをオンラインで計算する方法
であって、
　ｉ）プロービング・ウインドウ内の時間を分割し、各プロービング・ウインドウの間に
、送信機ノードから当該送信機ノードにリンクされた受信機ノードに選択された数Ｓのプ
ローブ・パケットを送信するステップと、
　ｉｉ）プロービング・ウインドウの間に前記通信リンク上で損失の生じたプローブ・パ
ケットに基づいてパケット損失レートを測定するステップと、
　ｉｉｉ）Ｓよりも小さなサイズＷｋを各々が有する、プロービング・ウインドウよりも
小さな複数のスライディング・ウインドウを用いて各プロービング・ウインドウを走査し
てチャネル損失のみが生じるスライディング・ウインドウを識別し、次に、当該識別され
たスライディング・ウインドウに基づいて前記通信リンク上のチャネル損失レートを計算
するステップと、
を含むことを特徴とする、前記方法。
【請求項２】
　ｉｖ）前記測定されたパケット損失レートから前記計算されたチャネル損失レートを減
算することによって、前記通信リンク上のコリジョン損失レートを計算するステップをさ
らに含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ステップｉ）において、前記送信機ノードは、ネットワーク層パケットであるプロ
ーブ・パケットを送信することを特徴とする、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ステップｉ）において、データ・パケット内に挿入される専用の制御パケットまた
は専用のデータとして前記送信されるプローブ・パケットが実施されることを特徴とする
、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ステップｉ）において、各プロービング・ウインドウが時間ウインドウであること
を特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項６】
　前記ステップｉ）において、プロービング・ウインドウの間に送信される各プローブ・
パケットは、プローブ・パケットであることを示すビットを含むことを特徴とする、請求
項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ステップｉ）において、各プロービング・ウインドウは、Ｓ個の関連付けられたプ
ローブ・パケットの各々におけるシーケンス番号によって定義されることを特徴とする、
請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ステップｉｉｉ）において、各プロービング・ウインドウは、より小さなスライデ
ィング・ウインドウを使用した１つのプローブ・パケットを単位として走査される、請求
項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記ステップｉｉｉ）において、サイズＷｋを有するプロービング・ウインドウの各ス
ライディング・ウインドウについて、前記スライディング・ウインドウの前記サイズＷｋ
で前記スライディング・ウインドウの間に損失の生じたプローブ・パケットの数を分割す
ることによって一次パケット損失レートを判定し、次に、最小サイズＷｍｉｎとＳとの間
に含まれる選択された数の異なるサイズＷｋについて、前記判定を再現し、次に、前記関
連付けられた判定された一次パケット損失レートから、前記異なるサイズＷｋの各々につ
いて、二次パケット損失レートを判定し、次に、前記異なるサイズＷｋのうち、チャネル
損失レートの最良の推定値を提供するサイズＷｋを判定することを特徴とする、請求項１
～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記可変の閾値は、（１－ε）．ｐであり、ここで、εは、０よりも大きく、１よりも
小さい選択されたパラメータであることを特徴とする、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ランダム・アクセスＭＡＣプロトコルを使用してネットワークの複数のノードの間で確
立された少なくとも１つの通信リンクのチャネル損失レートをオンラインで計算する装置
であって、
　送信機ノードから受信機ノードに前記通信リンク上でＳ個のプローブ・パケットが送信
されるプロービング・ウインドウの間に前記通信リンク上で損失が生じたプローブ・パケ
ットに基づいてパケット損失レートを測定するように構成された測定手段と、
　Ｓよりも小さなサイズＷｋを各々が有する、プロービング・ウインドウよりも小さな複
数のスライディング・ウインドウを用いて各プロービング・ウインドウを走査してチャネ
ル損失のみが生じるスライディング・ウインドウを識別し、次に、当該識別されたスライ
ディング・ウインドウに基づいて前記通信リンク上のチャネル損失レートを計算するよう
に構成された第１の計算手段と、
を含むことを特徴とする、前記装置。
【請求項１２】
　ランダム・アクセスＭＡＣプロトコルを使用してネットワーク内に通信するように意図
されたノードであって、請求項１１に記載の装置を含むことを特徴とする、前記ノード。
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